
                        

H19.6.1発行 乗雲６９号（３） 

野倉石材店 墓石・燈籠・建築石材・各種加工販売 胎内市東本町6-5 ℡43-3064 

仏
事
の
知
識 

守
り
刀 

 
人
が
亡
く
な
る
と
遺
体
の
枕
元
あ
る
い
は
布

団
の
上
に
鎌
、剃
刀
、
刀
等
の
刃
物
を
置
く
風
習

が
あ
る
。
昔
、
武
士
の
死
者
は
、
そ
の
枕
元
に
刀

を
置
き
魔
除
け
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、遺

体
の
死
臭
で
や
っ
て
く
る
悪
鬼
を
防
ぐ
為
や
、死

者
の
霊
が
悪
霊
や
魔
物
に
取
り
つ
か
れ
な
い

で
、
浄
ら
か
な
お
身
体
で
旅
立
ち
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

作
法
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
湯
灌
、
納
棺
を
す
る
人
は
、
荒
縄
で
身

体
を
縛
り
付
け
て
行
動
す
る
。
こ
れ
は
死
者
の

霊
が
自
分
の
身
体
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す

る
、
し
め
縄
と
同
じ
意
味
が
あ
る
。
お
線
香
を

た
く
さ
ん
焚
い
て
部
屋
中
を
香
で
満
た
す
の
も

同
じ
こ
と
。
守
り
刀
、
荒
縄
、
お
香
は
死
者
を
守

り
自
分
を
も
守
る
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
葬

送
儀
礼
で
あ
る
。 

 
 

大般若法要にお参りください！ 

期 日  ６月２０日（水） 時間 午前１０時３０分法要開始 

内 容  祈祷大般若 檀信徒先祖供養 法話 おとき 

持参品  祈祷料はお志しをお願いします。輪袈裟、数珠持参ください。 

＊１０時までに受付をお済ませください。 ＊祖飯（昼食）の用意があります。 

＊別紙ご案内をご覧ください。 

永
平
寺
だ
よ
り 

 

永
平
三
世
徹
通
禅
師
七
百
回
御
遠
忌
法
要 

奉

修

期

間 

平
成
二
十
年
四
月
十
六
日
〜
二
十
一
日 

御
正
当
法
要 

四
月
二
十
一
日 

 

▼
長
男 

孝
純
（
呼
び
名
・
全
堤
）
は
丸
二
年
を
過

ぎ
て
、
現
在
「
直
歳
寮
し
っ
す
い
り
ょ
う
」（
堂
宇

の
修
繕
、
火
防
点
検
、
永
平
寺
山
の
管
理
等
の
重

要
な
配
役
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
役
名
は
「
直

録
補
じ
き
ろ
く
ほ
」
で
、
色
袈
裟
を
着
用
で
き
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
次
男 

秀
孝
は
上
山
し
て
間
も
な
く
三
ヶ
月
、
大

庫
院
（
だ
い
く
い
ん
・
修
行
僧
の
食
事
を
作
る
と

こ
ろ
）
に
配
役
と
な
り
精
進
料
理
の
修
行
中
で
す
。 

 
 
 

 
←
秀
孝
上
山
の
写
真
（三
月
八
日
）雪
の
永
平
寺  

 


